DEMON 


AV プリアンプ 

AVP-A1HD 

AV サラウンドアンプ 

AVC-A1HD 


r= 取扱説明書【追加機能編】 - 

本機の取扱説明書は次の2冊で構成されています。 

♦【本編】 

♦【追加機能編】 . 本書 

本書では追加になった機能のみを説明しています。 

追加になった機能は、本書の GUI メニューマップに " 片、 のある項目です。 

GUI メニューマップ： AVP - A 1 HD 0^3ぺージ）、 AVC - A 1 HD ( d ^ 4ぺージ） 

【追加機能編】 と 体編 に同じを前の項目がある場合は、 【追加機能編】 をご覧ください。 


•お買い上げいただき、ありがとうございます。 

• ご使用の前にこの取扱説明書をよ<お読みのうえ、正し<ご使用<ださい。 
•取扱説明書 （【本編】•【追加機能編】） をお読み(こなった後は、いつでも見られると 
ころに「保証書」-「製品のご相談と修理-サービス窓□のご案内」と共に大切に保 
管して < ださい。 

V_ J 














□追加機能 


1•新しい DEMON 製 iPod 用コント□—ルドック 
ASD -1 1 R に巧応 

ASD -11 R を本機に接続すると、 iPod の音楽/写真/ 
ビデオの再生がおこなえます。 

2 . Audyssey Dynamic Volume 機能追加 

Audyssey Dynamic Volume は、音源を常にモニタ 
リングしながら、ダイナミックレンジを損なうこと 
な < 最適な音量に調節します。 

3 . DEMON LINK 4 th 巧応（ジッターフリー再生） 

DEMON LINK 4 th は、 DEMON 独自の高品質な音声 
信号伝送技術 DENON LINK 3 rd に加えて、 HD 音声 
の高品質再生を実現しています。 

共に DEMON LINK 4 th に対応している AV アンプ 
とブルーレイディスクプレーヤーを DEMON LINK 
ケーブルと HDMI ケーブルで接続すると、 AV アン 
プから送化された マス ターク□ック信号でブルーレ 
イディスクプレーヤーを動作させることができます。 
AV アンプの マス ターク□ックで D / A 変換をおこな 
うため、 HDMI 伝送によるク□ックジッターの影響 
を受けずに、ジッターフリー再生を可能にします。 
これにより、音の定位がより明確になり、 HD 才ーディ 
才にふさわしいクリアーで立体的な音像をお楽しみ 
いただけます。 
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□総目次 


AVP - A 1 HD 
AVC - A 1 HD 

その他の設定 . 

DGUI . 

旦 232 C ポート （1) 

H 新機能の追加……… 

入カソースの再生に関する設定 

n 端子の割り当て （ HDMI ) … 

胃声 . 

n サラウンドパラメー ター • 

B Audyssey 設定 . 

mm . 

電源を入れう . 

iPod ® を再生する . 

基本操作 . 

音楽を聴< . 

ビデオを見る（ブラウズモード） . 

静止画像やビデオを見る（リモートモード） 

便利な機能 . 

DEMON LINK 4 th じよるブルーレイディスクの 

HD 音声の再生 . 

クイックセレクト機能 . 


パラメーター 


再生のしかた 


その他の 操作 や 機能 


呆証と修理にごいて 


その他の 情報 
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AVP-AIHD y は新しく追加 • をちされた機能です。 


、情巧 


□ 現在の設定 
• メインゾーン 
• ゾーン2/3/4 
□ 音声人力信号 
□ HDMI 情報 

□オートサラウンドモード 
□ クイックセレクト 
□ プリセットチヤンネル 


◄ 


'ち差-6夕7ぺ-ジ) 


□音声 

• サラウンドパラメーター 
• トーンコント□ール 

户 • Audyssey 設定 
■ ルーム EQ 
y - Dynamic EQ 
y ■ Dynamic Volume 
y - 設定 

• RESTORER 
• ナイトモード 

• オーディオディレイ 
□ 画質調整 
• コントラスト 
• ブライトネス 
• ク□マレべル 
• 色合い 

• DNR 

• エン八ンサー 
• シャープネス 


◄ 


参参 


•囚 




國 

固 






剛 


ソース選}尺 


□ DVD，HDP，TV/CBU SAT. VCR，DVR-1 ， DVR-2. V.AUX. CD，TUNER 


> プレイ （iPod) 

> 再生モード （iPod) 

> 端子の割り当て （ HDMI) 

> ビデオ 


' 入カモード 
’人力名の変更 
I ソース レベル 
’人カアッテネーター 


日 NET/USB 
• プレイ 
• 再生モード 
• 静止画像 
• ビデオ 
•人カモード 
• 人力名の変更 
• ソース レベル 


□ PHONO 
• ビデオ 
• 人カモード 
• 人力をの変更 
• ソース レベル 
• 人カアッテネーター 




i サラウンドモードト 

□ STEREO 

□ DIRECT 
□STANDARD 

□ DOLBY HEADPHONE 
(ヘッドホンを使用している場合） 
DOLBY PLDx，DOLBY PLH 
または DOLBY PL 

DTS NE0:6 

□ HOMETHX CINEMA 

□ 7CH STEREO 

□ WIDESCREEN 

□ SUPER STADIUM 

□ ROCK ARENA 
□」AZZ CLUB 

□ CLASSIC CONCERT 

□ MONO MOVIE 

□ VIDEO GAME 

□ MATRIX 


r ^ — r だツ vr ツ^) 



□ オートセットアップ 

□オプション 

□パラメーター確認 

• ステップ1:スタートメニュー 

• ダイレクトモード 

• スピーカー構成確認 

• ステップ2:測定 

• マイク選択 

• 距離確認 

• ステップ3:解析 


• チャンネルレベル確認 

•ステップ4:解析結果 


• ク□スオーバー確認 

• ステップ5:保を 


• EQ 確認 

V 


• 再設定 
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□ スピーカーの設定 

□ネットワーク設定 

□その他の設定（屈=己ページ） 

• スピーカー構成 

• ネットワーク設定 

• プリアウトの割り当て 

• サブウー八一の設定 

• その他の設定 

• XLR 化力の極性 

• 距離 

-省電カモード 

• POA の設定 

• チヤンネルレベル 

-文字コード 

• 音量の設定 

• ク□スオーバー周波数 

• PC 言語 

• 使用ソースの選択 

• THX の設定 

• ネットワーク情報 

• GUI 

• サラウンドスピーカーの設定 

□ ゾーンの設定 

• クイックセレクトネーム 

□ HDMI 設定 

•ゾーン2、ゾーン3 

• トリガーアウト1 

• カラースペース 

•低音 

• トリガーアウト2 

• RG 目映像レンジ 

-高音 

• トリガーアウト3 

• オートリ、ソプシンク 

-八イパスフイルター 

• トリガーアウト4 

• 音声出力 

- 左レベル 

• トランスデューサの設定 

• モニター出力 

-ちレベル 

• デジタル出力 

• HDMI コント□-ル 

-チヤンネル 

• リモコン ID 

□ 音声の設定 

-音量レベル 

y* 232C ポートり） 

• 外部人力の設定 

-音量の上限 

• ディスプレイの明るさ 

• 2ch ダイレクト/ステレオ 

-電源オン時の音量 

• 設定の保護 

• ダウンミックス設定 

-ミューテイングレベル 

• メンテナンスモード 

• オートサラウンドモード 

-ビデオコンバート 

• ファームウエアのアップデート 

• マニュアル EQ 

0ノーン2のみ） 

• 新機能の追加 

• バイリンガルモード 

• OSD 

□ 言語の設定 
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AVC-AIHD y は新しく追加 • おちされた機能です。 


作 its 

□ 現在の設定 
• メインゾーン 
• ゾーン2/3/4 
□ 音声人力信号 
日 HDMI 情報 
日オートサラウンドモード 
□ クイ 、ソク セレクト 
□プリセツトチヤンネル 




パ號夕7ぺ-ジん 


□音声 

• サラウンドパラメーター 
• トーンコント□ール 

Audyssey 設定 
y ■ ルー ム EQ 
y - Dynamic EQ 
y ■ Dynamic Volume 
y ■ 設定 

• RESTORER 
• ナイトモード 

• オーディオディレイ 
□ 画質調整 
• コントラスト 
• ブライトネス 
• ク□マレべル 
• 色合い 

• DNR 



• エン八ンサー 
•シヤープネス 


•参 


•囚 


参 


國 

固 






剛 


► 


ソース選が 


□ DVD，HDP，TV/C 目し SAT，VCR，DVR-1 ， DVR-2, V.AUX，CD，TUNER 


• プレイ （iPod) 
•再生モード (iPod) 
• 端子の割り当て 
• ビデオ 


’人カモード 
' 入力名の変更 
Iソース レベル 


イサラウンドモード h 

□ STEREO 

□ DIRECT 

□ STANDARD 

□ DOLBY HEADPHONE 
(ヘッドホンを使用している場合） 

□ DOLBY PLHx, DOLBY PLH 
または DOLBY PL 

□ DTS NE0:6 

□ HOME THX CINEMA 

□ 7CH STEREO 

□ WIDESCREEN 

□ SUPER STADIUM 

□ ROCK ARENA 

□ JAZZ CLUB 

□ CLASSIC CONCERT 

□ MONO MOVIE 

□ VIDEO GAME 

□ MATRIX 


□ NET/US 目 
• プレイ 
• 再生モード 
• 静止画像 
• ビデオ 
• 人カモード 
• 人力名の変更 
• ソース レベル 


□ PHONO 
• ビデオ 
•入カモード 
• 人力名の変更 
• ソース レベル 


r 4 — 。它ソ。八ソ^ 



□ オートセットアップ 

□オプション 

□パラメーター確認 

• ステップ1:スタートメニュー 

• ダイレクトモード 

• スピーカー構成確認 

• ステップ2:測定 

• マイク選択 

• 距離確認 

• ステップ3:解析 


• チャンネルレベル確認 

• ステップ4:解析結果 


• ク□スオーバー確認 

• ステップ5:保存 


• EQ 確認 

V 


• 再設定 
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□ スピーカーの設定 

□ネットワーク設定 

□その他の設定（屈=己ページ） 

• スピーカー構成 

• ネットワーク設定 

• アンプの割り当て 

• サブウー八一の設定 

• その他の設定 

• 音量の設定 

• 距離 

-省電カモード 

• 使用ソースの選択 

• チヤンネルレベル 

-文字コード 

• GUI 

• ク□スオーバー周波数 

• PC 言語 

• クイックセレクトネーム 

• THX の設定 

• ネットワーク情報 

• トリガーアウト1 

• サラウンドスピーカーの設定 

□ ゾーンの設定 

• トリガーアウト2 

□ HDMI 設定 

•ゾーン2、ゾーン3 

• トリガーアウト3 

• カラースペース 

•低音 

• トリガーアウト4 

• RG 目映像レンジ 

-高音 

• トランスデューサの設定 

• オートリ、ソプシンク 

-八イパスフイルター 

• デジタル出力 

• 音声出力 

- 左レベル 

• リモコン ID 

• モニター出力 

-ちレベル 

//• 232C ポートり） 

• HDMI コント□-ル 

-チヤンネル 

• ディスプレイの明るさ 

□ 音声の設定 

-音量レベル 

• 設定の保護 

• 外部人力の設定 

-音量の上限 

• メンテナンスモード 

• 2ch ダイレクト/ステレオ 

-電源オン時の音量 

• ファームウエアのアップデート 

• ダウンミックス設定 

-ミューテイングレベル 

• 新機能の追加 

• オートサラウンドモード 

• OSD 

□ 言語の設定 

• マニュアル EQ 



• バイリンガルモード 


, 


4 





























































取説中のボタン名の表示について 


本体とリモコンの両方にあるもの 

本体のみにあるもの- 

リモコンのみにあるちの- 


- BUTTON 
<BUTT0N> 
[BUTTON] 


<本体のイラストは AVC - A 1 HD です> 


旦 232 C ポート （1) 

外部コント□-ラーまたは双方向リモコン （ RC - 7000 CI 
や RC - 7001 RCI 、 別売り）を接続したときに設定します。 


【選択できる項目】 

いろいろなパラメーターの詳細な設ををおこないます。 シリアルコント□—ル I :外部コント□-ラーを使用すると 

きじ設疋します。 




[日 AMP] 

ROOM EQ 


[PARA] 



STANDARD 


その他の設ち 

その他の設ををします。 


• メニュー階層 • 




田 GUI 

GUI の表示に関する設定をします。 


主音量表示 

主音量を調節するときに主音量レベルを表示します。 

【選択できる項目】 I 下 II 上 I 口う^ 

因 

主音量表示が映画の字幕に重なって見づらい場合は、"上"じ設定 
してください。 


双方向リモコン ：双方向リモコンを使用するときに 

設定します。 


•双方向リモコンを使用する場合は、 RS -232 C 端子のポート1(こ接 
続してください。 

•双方向リモコンを使用する場合は、"双方向リモコン"（こ設定して 
ください。この場合、 RS -232 C 端子のポート1を外部コント □- 
ラー用としては使用できません。 


B 新機能の追加 

新機能をダウン□ードして、本機をアップグレードします。 


新機能の購入後に、ユーザー情報が登録されると、このメニュ 
-に"登録完了"と表示され、アップグレードが可能じなりま 
す。 

国 

新機能の追加の画面で"- " が表示されている場合は、アップ 

グレードできません。 

アップグレードを利用する場合は、 DEMON ホームページでアップ 
グレードパ、ソケージを購入してください。 

ご購入の際には、この画面(こ表示されている ID 番号が必要じなりま 
す。 

<[>> と <STATUS> を3秒じ(上長押しすると、 ID 番号をディスプレ 
イじ表示させることができます。 


アップ グレー ドス テータス 


アツプグレードによつて追加された機能の一覧を表示しま 
す。 

国 

アップグレード中は、電源やネットワークの接続を絶対(こ切らない 
でください。 
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ソース邀尺種 


入カソースの選択や入カソースの再生に関する設定をします。 


入カソースの再をに関する設定 

• メニュー階層 • 



端子の割り当て （ HDMI) 



n 端子の割り当て （ HDMI) 

(AVP-A1HD のみ ) 

選んだ入カソースに割り当てる入力端子を選びます。 


HDMI 端子 


因 

• HDMI では、映像信号と音声信号を同時に伝送します。 "HDMI 端子" 
で割り当てた映像信号と"デジタル端子"で割り当てた音声信号を 
組み合わせて再生したい場合は、 GUI メニューの"人カモード"を"デ 
ジタル"（こ設定してください。 

•本機とテレビを HDMI ケーブルで接続したとき、テレビが HDMI 
音声の再生に対応していない場合は、映像信号のみをテレビに出力 
します。 

• "iPod dock" を割り当てた入カソースじは HDMI 端子を設をでき 
ません。 

•アナ□グ端子、デジタル端子および外部入力 (EXT. IN) 端子から 
入力された音声信号は、 HDMI 端子からテレビに出力されません。 



に训 

パラターター 




n サラウンドパラメーター 

音場効果を調節します。 

調節できるパラメーターは、をサラウンドモードごとに 
異なります。 


選んだ入カソースに割り当てる HDMI 入力端子を選びます。 


サラウンドバック （マルチチャンネルソースの場合) 


【入カソース】 


サラウンドバックチヤンネルの再生方法を選びます。 


DVD 

HDP 

TV/CBL 

SAT 

VCR 

DVR-1 

DVR-2 

V.AUX I 

|CD 



【選択できる項§】 [1][^13] 1411511611無し; 


入カ ソース 

DVD 

HDP 

TV/CBL 

SAT 

お買い上げ時の設定 

HDMI1 

HDMI2 

無し 

HDMI3 


入カ ソース 

VCR 

DVR -1 

DVR -2 

V.AUX 

お買い上げ時の設定 

HDMI4 

HDMI5 

HDMI6 

無し 


※本機の XLR 入力端子は "CD" の入カソースのみに対応し 
ています。 

XLR 出力端子を持つプレーヤーから XLR 端子に入力された 
アナ □グ音声信号と、 HDMI 端すか 6 入力された映像信号を 
組み合わせて再生するときは、 "CD" の入カソースに HDMI 
入力端子を割り当ててください。この再生をおこなうときは、 
GUI メニューの"入カモード"を"アナ□グ"じ設定して 
ください。 


【選択できる項目】 

NON MTRX] 的 TRX ON][PLnx CINEMA 1*^ 

PLHx MUSIC]* 2 1 ES MTRX r^lES DSCRTI*^ 
DSCRT ON ] [オフ I 


*1:GUI メニューの"スピーカー構成"の設定で、"サフウンドバ、ソ 
ク"が "2 台"のときじ選べます。 

*2: GUI メニューの"スピーカー構成"の設定で、"サラウンドバッ 
ク"が "2 台"または" 1 台"のときじ設定できます。 

*3: DTS ソースを再生しているときじ選べます。 

*4: ディスクリート 6.1 チャンネルの信号の識別信号が含まれてい 
る DTS ソースを再生しているときじ選べます。 

国 

サラウンドバックスピーカーを使用しているときに STANDARD を 
押すと、"サラウンドバック"の設定を変えることができます。 
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曰 Audyssey 設定 

ルーム EQ、Dynamic EQ および Dynamic Volume を選 
びます。 


ルーム EQ 


【選択できる項目】 


Audyssey 


Audyssey Byp. L/R 


Audyssey Flat 


マニュアル 


オフ 


^ 本体やリモコンでち操作でをます 
ROOM EQ を押す。 


オフ 


Audyssey 


Audyssey Byp . L/R - 


- マニュァル - 


Audyssey Flat - 


> Audyssey 、 AudysseyByp . L/R 
Flat " を選んだ場合 


>sey] 

: JXT 」 


a 


Dynamic EQ 


Audyssey Dynamic EQtm は、人間の聴覚や部屋の音響特性 
を考慮し、ボリュームレベルを下げた際に発生する音質の低 
下を防ぐ技術です。 

Dynamic EQ は 、 Audyssey MultEQ ® XT 技術と連動する 
ことによりすべてのボリュームレベルに対して最適なバラン 
スの音質をすべてのリスナーに提供します。 


すべての スピーカーの 周波数特性 
を最適1こ補正します。 

フ□ントスピーカーじ(外のスピー 
力一の周波数特性を最適に補正し 
ます。 

すべての スピーカーの 周波数特性 
が均一じなるように補正します。 
"マニュアル EQ " で調節された周 
波数特性を適用します。 
イコライザーを使用しません。 


【選択できる項目】 


オン j : Dynamic EQ 機能を使用します。 


オフ I : Dynamic EQ 機能を使用しません。 

^本体やリモコンでち操作でをます 
<DYNAMIC EQ> または [PARA] を押す。 

I—— ► Dynamic E 日 / Volume : オン —— ► Dynam に E 日：オン / Volume :オフ 


Dynam に E 日 / Volume :オフ 


因 


または "Audyssey 
表示が点なします。 

•オートセ、 ソ トアップをおこなった後、測定したスピーカ 
一の本数を増やさずに、スピーカーの構ぶ、距離、チャ 
ンネルレベルおよびク□スオーバー周波数などの設定を 
変更した場合は、 " 洗? tYeSc 祀 Y " 表示が点なします。 


•才ートセ、ソトアップをおこなった後(こ、 " Audyssey"、"Audyssey 
Byp . L / R " および " Audyssey 円 at " を選ぶことができます。 

•オートセットアップをおこなうと、"ルーム EQ " の設定は自動的 
じ " Audyssey " じなります。 

•オートセットアップで"無し"と判定されたスピーカーの設定 
を変更した場合、 " Audyssey "、" AudysseyByp . L / R " および 
"Audyssey Flat " を選べません。再度才ートセットアップをおこ 
なうか 、 GUI メニューの"才ートセットアップ"-"パラメーター 
確認"-"再設定"で、オートセットアップ実行後の設定に戻して 
ください。 

•ヘッドホン使用時またはアナ□グ EXT . IN モード時、"ルーム EQ " 
は"オフ"（こなります。 


"Dynamic EQ " を"オン"（こ設定すると、 
および"ナイトモード"は使用できません。 


、ーンコント□ール" 


3各機能の動作を件 

• Dynamic EQ : 

"ルーム EQ " を " Audyssey " 、 "Audyssey Byp . L / R " ま 
たは "Audyssey Flat " じ設定しているとき 

• Dynamic Volume : 

"Dynamic EQ " を"オン"じ設定しているとき 

• 設定： 

"Dynamic Volume " を"オン"じ設定しているとき 


ルーム EQ 


Dynamic EQ 


Dynamic Volume 


設定 


Dynamic Volume 


> "Dynamic EQ " は、才ートセ、ソトアップをおこなった後に設定できます。 
>オートセットアップをおこなうと 、 "Dynamic EQ " の設定は自動 

的に"オン"じなります。 

>ぶの場合 、 "Dynamic EQ " は設定できません。 

• "オートセットアップ"が完了していない場合 
•オートセットアップをおこなった後、測定したスピーカーか6使 
用するスピーカーを増やした場合 

> "ルーム EQ " を"オフ"または"マニュアル"(こ設定すると 、 "Dynamic 
EQ " は自動的(こ"オフ"じなります。 

>オートセ、ソトアップ実行前やオートセ、ソトアップ実行後にスピーカー 
の本数を増やして <DYNAMIC EQ > または [ PARA ] を押した場合に 
"Run Audyssey " を表示します。このような場合じは、才ートセ、ソ 
トアップをおこなうか 、 GUI メニューの"オートセットアップ"-"パ 
ラメーター確認"-"再設定"で、オートセットアップ実行後の設走 
じ戻してください。 


Audyssey Dynamic VolumeTM は、テレビや映画など再生さ 
れるコンテンツ内におけるボリュームレベルの変化（静かな 
音のシーンと大きな音のシーンの間など）をユーザーの好み 
のボリューム設定値に自動的に調整する技術です。 

また 、 Dynamic Volume は Audyssey Dynamic EQ の技術 
をアルゴリズムの中に取り) A むことによりボリュームレベル 
の調整時やテレビチヤンネルの切り替え時、ステレオコンテ 
ンツからサラウンドコンテンツなどの切り替え時でも低域特 
性や音質バランス、サラウンド効果、ダイア□グの明瞭さを 
保っています。 

【選択できる項目】 

Dynamic Volume 機能を使用します。 

Dynamic Volume の効果は、"設定"にて設定した 
値になります。 


オン 


オフ： Dynamic Volume 機能を使用しません。 


本体やリモコンでち操作でをまず 
く DYNAMIC EQ> または [PARA] を押す。 


Dynamic E 日 / Volume : ォン - 


Dynam に E 日：オン / Volume :オフ 


Dynam に E 日 / Volume :オフ 


GUI 乂 M 
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[日 AMP] 

[QUICK 

SELECT] 

[POWER ON] 


[圆 iPod] 


[POWER OFF] 


"Dynamic Volume " の設定が"オン"のときじ設をできます。 
Dynamic Volume の効果を設定します。 

【選択できる項目】 

[Midnight |:高設定です。すべての音を一定の大きさ(こしま 
す。 

[bvening |:中設定です。平均的な音より大きな音と小さな 
音を調節します 0 

Day ]: 低設をです。非常に大きな音と非常にルさな音 
を調節します。 


mmmm 

• "設定"は、オートセットアップをおこなった後に設定できます。 
♦次の場合、"設定"は選択できません。 

• "オートセットアップ"が完了していない場合 
•オートセットアップをおこなった後、測定したスピーカーから使 
用するスピーカーを増やした場合 
• "Dynamic Volume" の設定が"オフ"の場合 


付属品]::/外のマイクを V.AUX L 端子(こ接続してオートセットアップ 
をおこなった場合、 "Dynamic EQ" および "Dynamic Volume" 機 
能は使用できません。 


[iPod] 

(アンプモード） 

[SOURCE 

SELECT] 



[SEARCH] 


設定 


<ON/STANDBY> 


a 

• "Dynamic Volume" は、才ートセットアップをおこなった後(こ設 
定できます。 

•次の場合、 "Dynamic Volume" は設定できません。 

• "オートセットアップ"が完了していない場合 
•オートセットアップをおこなった後、測をしたスピーカーから使 
用するスピーカーを増やした場合 

• "ルーム EQ" を"オフ"または"マニュアル"じ設定すると、 "Dynamic 
Volume" は自動的に"オフ"じなります。 

•オートセ、ソトアップ実巧前やオートセ、ソトアップ実巧後じスピー 
力一の本数を増やして <DYNAMIC EQ > または [ PARA ] を押した場合 
(こ" Run Audyssey" を表示します。このような場合(こは、才ートセ、ソ 
トアップをおこなうか、 GUI メニューの"オートセ、ソトア、ソプ"- 
"パラメーター確認"-"再設定"で、才ートセットアップ実行後の 
設定(こ戻してください。 


mmmm 

"Dynamic Volume 


と"ナイトモード"との併用はできません。 




取説中のボタン名の表示について 


本体とリモコンの両方にあるもの 

本体のみにあるもの- 

リモコンのみにあるちの- 


> BUTTON 
►< BUnON > 
- [ BUTTON ] 


く本体のイラストは AVC-A1HD です> 

<S0URCE SELECT 〉 <P0WER> 



Dynamic Volume について 

Audyssey Dynamic Volume は、テレビ番組や CM (コマーシヤ 
ル）、映画などのコンテンツ(こおける静かな音のシーンと大きな 
音のシーンの間(こおけるボリュームレベルの違い(こよって発生す 
る問題を解まする技術です。 

Dynamic Volume は、入力されるコンテンツを常(こモニターし、 
ユーザーが 設定した好みのボリュームレベルに常に自動的に調整 
すること(こより、ユーザーからボリューム調整の煩わしさを解放 
します。再生中のコンテンツの中に含まれる特徴を正確にモニ 
ターし、ボリュームの変化が急激であっても、緩やかな変化であっ 
てもコンテンツの特徴(こ忠実じ最適なボリューム值（ユーザー設 
定值）じ自動調整をおこないます。 

また、 Dynamic Volume は Audyssey Dynamic EQ の技術をア 
ルゴリズムの中(こ取り込むことじより、ボリュームレベルの調整 
時やテレビチヤンネルの切り替え時、ステレオコンテンツからサ 
ラウンドコンテンツなどの切り替え時でも低域特性や音質バラン 
ス、サラウンド効果、ダイア□グの明瞭さを保っています。 
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Dynamic EQ について 

Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の音響特性を考慮 
し、ボリュームレベルを下げた際(こ発生する音質の低下を防ぐ技 
術です。 

Dynamic EQ は、すべてのボリューム変化(こ応じて自動的(こ最適 
な周波数特性とサラウンドレベル(こ補正します。その結果、どの 
ようじボリュームレベルを変更しても、常(こ最適な低域特性や音 
質バランス、サラウンド効果、ダイア□グの明瞭さを楽しむこと 
が巧能な技術です。また、正しい補正をおこなうためじ必要不可 
欠な条件である、入力（再生）されるコンテンツの情報と、実際 
じ視聴する部屋に出力される音圧レベル情報とを組み合わせてい 
ます。 

Dynamic EQ は、 Audyssey MultEQ XT 技術と連動することじ 
より、すべてのボリュームレベルに対して最適なバランスの音質 
をすベてのリスナーじ提供します。 
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再生のしかた 


準備 


電源を入れる 


1 <POWER> を巧す。 

I 電源表示が赤色に点なして、電源がスタンバイ状態じな 
LJ ます。 


2 <0N/STANDBY> または [POWER ON] を巧す。 

電源表示が緑色に点滅して、電源が入ります。 

※スタンバイモード時に [SOURCE SELECT] を押しても、 
電源が入ります。この場合、リモコンで選択した入カソ 
ースになります。 

※スタンバイモード時に [QUICK SELECT] を押しても、電 
源が入ります。この場合、リモコンで選択したクイック 
セレクトモードじな LJ ます。 


iPod® を再生する 

iPod 用コント□-ルドック ( ASD -1 R または ASD -1 1 R 、 
別売り）を使用することじより、 iPod の音楽を再生する 
ことができます。また、 GUI 画面を見ながら、本体やリモ 
コンボタンからも操作することができます。 


〇 Madefor iPOCl は、米国およびその他の国々で登録された A P P I 6 
iPod Inc . の商標または登録商標です。 

《 iPod は、著作権のないコンテンツまたは法的(こ複製、再生を許諾 
されたコンテンツを個人が私的(こ複製、再生するためじ使用許諾 
されるものです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 


基本操作 

^ 準備をする。 

① DEMON 製 iPod 用 コント□- ルド、ソクじ、 iPod をセツ 


卜する。 （ Q ^ iPod 用コント□ールドックの取扱説明書) 
② iPod 用コント□-ルドックの入力を割り当てる。 



'胃； "ソ ース 選択"- "(入カソ-ス ）"- 、 

、 "端子の割り当て"- "iPod dock " . 




2 <S0URCE SELECT〉 を回すか、 [iPod ] (アンプ 
モード）を押して、操作1 - ⑥で割り当てた入カソー 


スを選ぶ。 

一 GUI 画面一 



( ASD -1 R 使用時） ( ASD -11 R 使用時） 

《 ASD -1 1 R をお使いの場合、トップメニューには 
"ミュージック"と"ビデオ"のフォルダを表示します。 
《本機と iPod の通信が完了すると iPod じ接続画面が表示さ 
れます。画面が表示されない場合は、 iPod が正し<接続 
されていない可能性があります。再度接続をやり直して 
ください。 

( 這四："ソース選択"- "(入カソース ）"- "プレイ" ) 


3 リモコンで操作する場合は、リモコンを iPod モー 
ドにする。 


4 [SEARCH] を2秒じ又上長巧しして、表示モードを 
選ぶ。 

長押しするたびじ、モードが切り替わります。 

リモートモードのときじは、 " Remote " が表示されます。 


【表示で きるモード】 

ブラウズモード 

U モートモード 

表示するディスプレイ 

本機の 
ディスプレイ 

iPod の 
ディスプレイ 

再生できる 
ファイル 

音声ファイル 

〇 

〇 

映像ファイル 

0*1 

〇が 

が 

如 

P A 

おか 

禪ち 

本機のリモコン 

〇 

〇 

iPod 

X 

〇 


*1 : iPod 用コント□-ルドック ASD -11 R 使用時 
*2 : ASD -1 R と iPod の組み合わせじよっては、映像が出力されな 
い場合があります。 


固 

•お買い上げ時の設定は、 iPod 用コント□-ルドックを VCR 
( iPod ) 端子に接続してお使いいただけます。 

•圧縮オーディオの低域や高域を拡張してより豊かな再生をする(こ 
は、 RESTORER モードをおすすめします。お買い上げ時の設定は 
" Mode 3" (こなっています。 

• iPod は、 < ON / STANDBY > または [POWER OFF ] で本機の電源をス 

タンバイ状態じしてから、取り外してください。 iPod dock の入 
力を割り当てていない入カソースに切り替えても、 iPod を取り外 
すことができます。 

• iPod の種類またはソフトウェアのバージョン(こよっては、機能の 
一部が動作しない場合があります。 

•万一、 iPod のデータが消失または損傷しても、弊社は一切責任を 
負いません。 


GUI 乂 mm — ぺク：7。 
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[日 AMP] 


[圓 iPod] 


サラウンド 

モード 

INPUT 

MODE 



[ W ]， [►►■]， 

[◄◄]，[►►]■ 

[►]，[■] 


AVO 

ENTER 
[SEARCH] 
[CHANNEL+ -] 




取説中のボタン名の表示について 


本体とリモコンの両方にあるもの 

本体のみにあるもの- 

リモコンのみにあるちの- 


► BUTTON 
< BUnON > 
[ BUTTON ] 


く本体のイラストは AVC - A 1 HD です> 

SOURCE SELECT INPUT MODE <STATUS> 



サラウンドモード 么 ▽ づ > ENTER 


SOURCE 

SELECT 



[REPEAT] 


[SEARCH] 

[►► 1 ] 

[►/II] 

[RANDOM] 


音楽をおく 

-f AV で檢索項目またはお好みのフォルダを選び、 
» ENTER または [> を巧す。 

X ASD -11 R をお使いの場合、トップメニユーで"ミユー 
ジック"を選んでください。 

2 AV でお好みの音楽ファイルを選び、 ENTER ま 
たは C > を巧す。 

再生がはじまります。 

□ —時停止ずるには 

再生中に ENTER または [►] を押す。 

もう一度押すと、再生を再開します。 

□ 早送りや早戻しずるには 

再生中に A (早戻し）または ▽ (早送り）を長押しする 
か、 [◄◄] または [►►] を押す。 

□頭出しするには 

再生中に A (前の曲の頭化し）または ▽ (次の曲の頭化 
し）を押すか、または [►►!] を押す。 

□ 停止するには 

再生中に ENTER を長押しするか、 [■] を押す。 

□ リピート再生するには 

[CHANNEL-] またはサブリモコンの [REPEAT] を押す。 


【選択できる項目】 

1 ずべて ||1 曲 II オフ 1 


四："ソ ース 選択 "- "(入カ ソース ）" - 、 

" 再生モード （ iPod)"- " リピート " 

\_ J 

□ シャッフル再生 1 
[CHANNEL +] また 

【選択できる項目】 

r るには 

こはサブリモコンの [RANDOM] を押す。 

[ アルバム ] 

[ 曲 ] 

1 オフ 1 


IS 四： " ソース選択 "- "(入カ ソース ）" - 

" 再生モード （ iPod)"- " シャッフル " 


□ ぺージを切 D 替えるには 

[SEARCH] を押してから、づ（ぺージダウン）または^ 
(ページアップ）を押す。 

解除する場合は、 AV または [SEARCH] を押してくださ 
い。 

□ ブラウズモードとリモートモードを切り替えるには 

[SEARCH] を長押しする。 

图 

•再生中に <STATUS> を押すと、タイトルを、アーティストをおよ 
びアルバムをを確認できます。 

•本機は、フォルダさ)とファイルををタイトルのようじ表示すること 
ができます。ディスプレイ表示(こ対応していない文字は、（ピリ 
オド）"じ置き換えて表示します。 

• GUI メニューの"マニュアル設定"-"その他の設定"- " GUI " - 
" iPod " で 、 GUI メニューの表示時間（初期値： 30秒）を設定する 
ことができます。 


ビデオを見る（ブラウズモード） 

ASD -11 R にビデオ機能対応の iPod を接続すると、ブラ 
ウズモードでビデオファイルを見ることができます。 


4 A ▽で"ビデオ，，を選び、 ENTER または^を 
' 巧す。 


2 么 ▽で檢索項目またはお巧みのフォルダを選び、 
ENTER または！>を巧す。 


3 AV でお好みのビデオファイルを選び 、 ENTER 
または D > を巧す。 

再生がはじまります。 


鼠 W 
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(サブリモコン） 































































































































静止画像やビデオを見る 
(1! モートモード） 

iPod に保存してある写真やビデオのデータをモニターで 
見ることができます。（スライドショーやビデオ機能があ 
る iPod のみ） 


-f [ SEARCH ] を長巧しして、リモートモードにする。 

* "Remote iPod " を本機のディスプレイに表示します。 

2 iPod の画面を見ながら AV を巧して、"写真" 
または"ビデオ"を選ぶ。 

〇再生したい画像が表示されるまで、 ENTER を押 


す。 


因 


その他の操作や機能 


便利な機能 


DEMON LINK 4 th による 
ブルーレイディスクの HD 音 


声の再生 


• iPod の写真 データ やビデオ データをモニター (こ映し出すじは、 
iPod の"スライドシヨー設定"または"ビデオ設定"の " TV 出力" 
を "オン"（こ設定する必要があります。詳しくは、 iPod の取扱説 
明書をご覽ください。 

• リモコンで操作できない場合は、 iPod 本体で操作してください。 


ブルーレイディスク再生時に、 HD 音声のジッターフリー 
再生ができます。 

/ 本機と DEMON LINK 4 th 対応ブルーレイディ 
スクプレーヤーを 、 DEMON LINK ケーブルと 
HDMI ケーブルを使って接続する。 

接続のしかたは、それぞれの機器の取扱説明書をご覧< 
ださい。 


2 


使用する入カソースに "DEMON LINK " を割り当 
てる。 


胃 ： "ソース選択"- "(入カソース ）"- "端子の割 
り当て"-"デジタル端子 "- "DEMON LINK " 


3 


使用する入カソースにプレーヤーと接続している 
HDMI 入力端子を割り当てる。 


胃："ソース選択"- "(入カソース ）"- "端子の割 
り当て"-" " HDMI 端子"-" 1" 〜 "6" 


4 


本機の HDMI コント日ール機能を"オン"にする。 


gyjl : " HDMI 設定"- " HDMI コント□-ル"-"コン 
卜□ール"-"オン" 


5 


プレーヤーの DEMON LINK 設定を"4化"にする。 

設定のしかたは、プレーヤーの取扱説明書をご覧<ださ 
い。 


6 プレーヤーの HDMI コント□—ル機能を"才 
ン"にする。 

設定のしかたは、プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

/ SOURCE SELECT で、操作2、3で、割り当てた 
入カ ソースを 選ぶ。 

ディスプレイの " EB 1" 表示が点なします。 

8 INPUT MODE で才ーディオ入カモードの"才一 
卜"を選ぶ。 

※ブルーレイディスクを再生すると、自動的に DENON 
LINK 4 th での再生じなります。 


オーディオ入カモードを"オート"以外に設定すると、 
ジッターフリー再生にはなりません。 
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サラウンドモードを選ぶ。 


10 


ブルーレイディスクを再生する。 

入力信号の種類とサラウンドモードに応じた再生がは 
じまります。 

操作のしかたは、プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

ジッターフリー再生中は、プレーヤーの DEMON LINK 

CLOCK CONTROL 表示が''点！ U します。 

《プレーヤーによって、表示が異なります。詳しくはプレ 
ーヤーの取扱説明書をご覧< ださい。 


间 


入カモードを"オート"（こ設定して、ブルーレイディスクじ(外の再 
生をおこなうと、自動的(こ DEMON LINK 3 rd での再生じなります。 




>入カモードを " HDMI " じ設定すると、ジッターフリー再生はでき 
ません。 HDMI での再生じなります。 

•入カモードを"デジタル"じ設定すると 、 DEMON LINK 3 rd での 
再生じなり、ブルーレイディスクの音声は再生されません。 
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QUICK 

SELECT 




取説中のボタン名の表示について 


本体とリモコンの両方にあるもの 

本体のみにあるもの- 

リモコンのみにあるちの- 


* BUTTON 
< BUTT 0 N > 
[ BUTTON ] 


く本体のイラストは AVC - A 1 HD です> 

QUICK SELECT 
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クイックセレクト機能 

現在再生中の入カソースや入カモード、サラウンドモー 

ド、ルーム EQ 、 Dynamic EQ、Dynamic Volume 、 音 

量を記憶させます。 


- f 入カソースや入カモード、サラウンドモード、ル 
■ —ム EQ、Dynamic EQ 、Dynamic Volume 、 音 
量を記憶させたい状態にする。 


2 クイックセレクト表示が点か; r するまで 、 QUICK 
SELECT を長巧しする。 


【お買い上げ時の設定】 



入カ ソース 

音量 

クイックセレクト 1 

DVD 

-40 dB 

クイックセレクト 2 

TV/CBL 

-40 服 

クイックセレクト 3 

VCR 

-40 服 































































































その他の情預 


Audyssey 


Audyssey MultEQ® XT 


Audyssey MultEQ XT は、広いリスニングエリア内のどのリスナーにも最適なリスニング環 
境を提供する補正技術です。 

Mul 拒 QXT は、複数位置での測をじ基づいて、時間特性と周波数特性の双方を補正すると共 
に、全自動でサラウンドシステムセットアップを実行します。 

Audyssey Dynamic EGr^ 


Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の音響特性を考慮し、ボリユームレべルを下 
げた際に発生する音質の低下を防ぐ技術です。 

Dynamic EQ は 、 Audyssey Mul に Q XT 技術と連動することによりすべてのボリユームレ 
ベルに対して最適なバランスの音質をすべてのリスナーじ提供します。 

Audyssey Dynamic Volume^'^ 


Audyssey Dynamic Volume は、テレビや映画など再生されるコンテンツ内におけるボ 
リュームレベルの変化（静かな音のシーンと大きな音のシーンの闇など）をユーザーの好み 
のボリューム設定値に自動的に調整する技術です。 

また 、 Dynamic Volume は Audyssey Dynamic EQ の技術をアルゴリズムの中に取り込むこと 
じよりボリュームレベルの調整時やテレビチャンネルの切り替え時、ステレオコンテンツからサ 
ラウンドコンテンツなどの切り替え時でも低域特性や音質バランス、サラウンド効果、ダイア □ 
グの明瞭さを保っています。 


「八 U dysseyI L へ U dyssey] 

* - MULTEO J し DYNAMIC VOLUME-* 

本機は 、 Audyssey Laboratories からのライセンス契約に基づき製造されています。米国共同で外 
国特許審議中 。 Audyssey MultEQ ® XT、Audyssey Dynamic EQ ™ および Audyssey Dynamic 
Volume ™ は 、 Audyssey Laboratories の商標です。 


DEMON LINK 4th にごいて 


DEMON LINK 4 th は、 DEMON 独自の高品質な音声信号伝送技術 DEMON LINK 3 rd に加え 
て、 HD 音声の高品質再生を実現しています。 

共に DEMON LINK 4 th に対応している AV アンプとブルーレイディスクプレーヤーを 
DEMON LINK ケーブルと HDMI ケーブルで接続すると、 AV アンプから送化されたマスター 
ク□ック信号でブルーレイディスクプレーヤーを動作させることができます。 AV アンプの 
マスターク□ックで D / A 変換をおこなうため、 HDMI 伝送じよるク□ックジッターの影響を 
受けずに、ジッターフリー再生を可能じします。これじより、音のを位がより明確になり、 
HD オーディオにふさわしいクリアーで立体的な音像をお楽しみいただけます。 


f 呆証と修理にごし、て 


な証書 

この製品には保証書が添付されております。 
保証書は、必ず「販売店を-購入日」などの 
記入を確かめて販売店から受け取っていただ 
き、内容をよ<お読みの上、大切に保管して 
ください。 


保証期間はご購入曰から2年間です。 


□ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だきます。詳しくは保証書をご覧ください。 

mmmm 

保証書が添付されない場合は、有料修理じなりま 
すので、ごま意<ださい。 

□ 保証期聞経過後の修理 

修理によって機能が維持できる場合は、お客 
様のご要望じより、有料修理致します。 

有料修理の料金については『製品のご相談と 
修理•サービス窓□のご案内』じ記載の、お 
おくの修理柜談窓□へお問い合わせくださ 
い。 

修理をなな I をれるとを 

□ 修理を依頼される前に 

♦取扱説明書の「故障かな？と思った6」の 
項目をご確認ください。 

♦正しい操作をしていただけずに修理を依頼 
される場合がありますので、この取扱説明 
書をお読みいただき、お調べ<ださい。 

□ 修理を依巧されるとを 
♦添付の『製品のごネ目談と修理-サービス窓 
□のご案内』（こ記載の、おお< の修理相談 
窓□へご相談ください。 

♦修理を依頼されるときのためじ、捆包材は 
保存しておくことをおすすめします。 


巧!!の際に連絡していただをたい 
巧容 

♦おを前、ご住所、お電話番号 

♦製品名•……取扱説明書の表紙に表示してい 
す 0 

♦製造番号…保証書または製品背面（または 
底面や側面）に表示しています。 

•できるだけ詳しい故障または異常の内容 

補修部品の巧ち期間 

本機の補修用性能部品の保有期間は、製造巧 

ち切り後8年です。 

お客様の個人厦報のな護について 

♦お客様じご記入いただいた保証書の控えは、 
保証期間内のサービス活動およびその後の 
安全点お活動のために記載内容を利用させ 
ていただ<場合がございますので、あらか 
じめご了承ください。 

•この商品に添がされている保証書によって、 
保証書を発行している者（保証責任者）お 
よびそれ L ソ外の事業者に対するお客様のま 
律上の権利を制限するものではありません。 
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因 


因 


す朱式会巧 コン シコーで一でー ヴデイ:;ヴ 


本 社 

干 104-0033 東京都中央区新り1 1-21-2 

茅場巧タワー 14 F 

お客様相談センター 

tel :045-670-5555 

【電話 香号はお間違えのないようにおかけください。】 

受付時間9 : 30〜12 : 00、12 ： 45~ 17 ： 30 


(弊社休日および祝日を除く、月〜金曜日） 

故障.修理.サービス部品(こついてのお問い合わせ先（サービスセンター）じついては、 
次の URL でもご確認できます。 

http://denon.jp/info/info02.htnnl 


後日のために記入しておいてくださし、。 


購入店名： 

電話 （ - - ) 

^ご購入年月日： 

年月日 J 


Printed in Japan 541110330 GOOD 






